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NPO法人共存の森ネットワークの活動指針 

 

当 NPO は、「聞き書き甲子園」の活動と、この事業に参加した経験をもつ卒業生有志からはじ

まった「共存の森」と呼ぶ活動を母体に生まれました。 

森とともに生きてきた先人たちの伝統的な暮らしの知恵や技の集積の中に持続可能な社会の基

本があることを見据えながら、人と自然・人と人との「共存」を基本とした社会づくりと、新た

な価値観の創造に寄与することを目的としています。 

そのために、当 NPO は「聞き書き甲子園」の運営をはじめ、「閉じられた生態系－地球－」の

上で全人類と他の生物が共存するための「人づくり」、「森づくり」、「地域づくり」、「情報発信」

等、様々な活動を展開していきます。 

これらの活動を末永く続けていくことが、持続可能な社会の構築への一歩と考えます。そのた

めには、大人たちから若い世代へ、若い世代から大学生・高校生へと、世代をつないでいくこと

が重要です。 

当 NPOの使命と社会的役割について、会員の皆様の積極的な議論を期待するとともに、引き続

き、活動へのご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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 2019年度事業報告＜2019 年 5月 1日～2020年 4月 30日＞ 

 

概 要  

 

2002年に始まった「聞き書き甲子園」は、本年度、第 18回の開催となりました。 

本年度より、名人の生業や暮らしの基盤である「地域」にスポットをあてる観点から、高校生

が「聞き書き」する名人の推薦と高校生の受け入れに協力する地域（市町村等）を公募し、実施

することとしました。 

公募の結果、12地域にご協力いただくこととなり、計 80名の名人を、高校生が「聞き書き」し

ました。 

「聞き書き」は、人と人、人と自然、世代と世代の関係性をつなぎ直し、未来を担う次世代を

育てる活動です。 

 

高校生による「聞き書き」は、大分県の世界農業遺産地域でも、当 NPO がサポートし、実施し

ています。「聞き書き」を通して、農を営む風土や景観を持続可能な形で保全・利用し、将来につ

なぐことが目的です。 

海外では、昨年度に引き続き、インドネシアの高校生を対象に、民族の言語や文化の多様性を

尊重し、その豊かさを語り伝えるための「聞き書き」に取り組みました。 

  

また、中学生を対象とした聞き書きプログラム「きく・かく・えがく～東京のふるさと・自然

公園～」は第 2 回開催を迎え、本年度は東京都あきる野市、檜原村で「名人」の聞き書きを行う

とともに、各自「ものがたり」を創作し、影絵芝居で表現しました。 

 

岡山県真庭市では、農山村での多様な生き方、働き方を志す社会人を対象とした人材育成塾「真

庭なりわい塾」を開催。本年度は、第 4 期基礎講座（初年度プログラム）と第 3 期実践講座（２

年目プログラム）を実施しました。 

  

当 NPOの活動は、中学生から高校生、大学生、社会人と多様な世代を対象に実施していますが、

「人と自然・人と人との『共存』を基本とした社会づくりと新たな価値観の創造に寄与する」と

いう、活動の理念に変わりはありません。 

 

会員の皆様、そして行政や企業、団体、市民の皆様の活動に対するご支援、ご協力に感謝申し

上げますとともに、以下、それぞれの活動の詳細についてご報告を申し上げます。 
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Ⅰ 組織 

 

1． 会員（2019年 4月 30 日現在） 

 

 一般会員 ユース会員 法人・団体会員 

正会員 44人（＋1） 42人（＋2）  

賛助会員 28人（－2）  3 社 7口 

※ユース会員・・・・・・満 23歳未満で正会員となる方 

※（）・・・・・・昨年同時期からの増減 

 

 

2．役員（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

役名 氏名 所属等 

理事長 澁澤 壽一 株式会社エスパシオ代表取締役 

理事 吉野 奈保子 NPO法人共存の森ネットワーク事務局 

理事 工藤 大貴 フリーランス（第８回 聞き書き甲子園参加） 

理事 峯川 大 
NPO法人共存の森ネットワーク事務局 

（第９回 聞き書き甲子園参加） 

理事 本多 美優 ハイジ・インターフェイス株式会社 

理事 小林 和彦 NPO法人やんばる・地域活性サポートセンター事務局長 

監事 須河 紗也子 富山県南砺市商工会利賀村事務所  

監事 中山 幹生 株式会社森里川海生業研究所  
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Ⅱ 事業 

 

1．人の暮らしと自然をテーマとした青少年等に対する学習・教育事業  

 

① 聞き書き甲子園の開催 

 

＜第 18回 聞き書き甲子園の実施＞ 

 

「聞き書き甲子園」は、全国の高校生が、森・川・海の名人を訪ね、自然とともに生きる知恵や

技、その生きざまを「聞き書き」によって記録し、発信する活動です。「聞く」ことを通して世代

間のコミュニケーションを図り、持続可能な社会を担う若者を育成することを目的に平成 14年度

より事業を行っています。 

第 18回開催より、名人の生業や暮らしの基盤である「地域」にスポットをあてる観点から、高

校生が「聞き書き」する名人の推薦と高校生の受け入れに協力する地域（市町村等）を前年度に

公募し、実施することとしました。 

公募の結果、協力する地域は、以下 12地域に決定。各地域とも 6～8名の名人を推薦いただき、

計 80名の名人に高校生の「聞き書き」に協力いただくこととなりました。 

 

〔第 18回協力地域〕 

山形県酒田市飛島／山形県飯豊町／茨城県大子町／新潟県柏崎市／福井県小浜市／愛知県豊根村

／三重県志摩市／奈良県川上村／山口県下関市／徳島県神山町／大分県国東半島・宇佐地域（豊

後高田市・杵築市・宇佐市・国東市・姫島村・日出町）／宮崎県都城市 

 

〔実施スケジュール〕 

2019年 ５月 14日   参加高校生募集開始 

６月 24日   募集締切り 

７月 12日   参加高校生決定 

８月 11日～14日  事前研修実施（於：高尾の森わくわくビレッジ） 

９月～12月   名人への取材（於：全国）・聞き書き作品づくり 

12月 13日   作品提出締切り・「聞き書き作品集」制作開始 

2020年 ４月 23日   「聞き書き作品集」完成・発送 

     ６月 13日     フォーラム（成果報告会）開催 

 

〔実施内容〕 

2019年５月より参加高校生の募集を開始しました。全国 125校から 211名の高校生の応募があ

り、うち 80名の参加を決定しました。 

事業運営にあたっては、学生 15名からなるサポートスタッフが研修カリキュラムやワークショ

ップを企画したほか、地域ごとのリーダーとして参加高校生のサポートを行いました。 

事前研修は、8月 11～14日に都内で実施しました。高校生は取材する地域ごとのグループに分

かれて、講義や聞き書き実習、写真撮影講習等に参加しました。聞き書き実習には、協力地域の

市町村職員や NPO スタッフ等にも参加いただき、高校生が実習でインタビューを行う際の「話し

手」として協力いただくとともに、地域の概要や名人の紹介を行っていただきました。 

最終日には NPO 法人こども哲学・おとな哲学アーダーコーダの角田将太郎氏、幡野雄一氏の協

力により、サポートスタッフの企画によるワークショップも行いました。 

研修後、高校生は全国 12地域に分かれて「聞き書き」取材を行い、作品をまとめました。 
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聞き書きを体験した参加高校生の感想には、単身で名人を訪ねることへの不安や緊張から一変、

名人の仕事への情熱や人柄に感銘を受けたことが多く語られていました。他方で、生きるために

必要な要素を学んだという意見や仕事の捉え方が変わったという感想も見られました。教員や保

護者からは、高校生の自主性が向上した、進路の選択に対する意欲が高まった等の感想が寄せら

れました。 

「聞き書き」の成果を発表するフォーラムは、2020年３月 21日に開催する予定でしたが、新型

コロナウイルス感染症の拡大により 6 月 13 日に延期し、オンラインで開催することとなりまし

た。 

4月下旬には、高校生の作品をまとめた「聞き書き作品集」が完成しました。今回より判型を B

５判に変え、デザインも刷新し、高校生、名人、協力市町村などに配布しています。協力市町村

向けには、広報活動やイベント等にて活用いただくため、同作品の電子データも合わせて贈呈し

ました。 

なお、第 18回開催より、協力地域（市町村等）において成果発表会等を開催する際に、その費

用の一部を補助する制度を新設しました。現在５地域（山形県飯豊町、新潟県柏崎市、徳島県神

山町、大分県国東半島・宇佐地域、宮崎県都城市）から申請を受理しています。各地域では 2020

年 12月末までに成果発表会等を開催する予定です。 

 

［実施体制］ 

 第 18 回開催より、同事業を主催する実行委員会は、農林水産省（林野庁・水産庁）、文部科学

省、環境省、（公社）国土緑化推進機構と当 NPOの 5者で構成することとなりました。前年度に引

き続き、（株）ファミリーマートをはじめとする下記の企業・団体からの支援により実施していま

す。 

 

[主催]聞き書き甲子園実行委員会（農林水産省・文部科学省・環境省・公益社団法人国土緑化推進機構・特定非営

利活動法人共存の森ネットワーク） 

[募金協力・企業寄付]株式会社ファミリーマート 

[協賛・協力]トヨタ自動車株式会社、富士フイルムホールディングス株式会社、京王電鉄株式会社、株式会社ティ

ムコ、株式会社トンボ、株式会社長塚電話工業所、株式会社ベネッセコーポレーション、一般財団法人環境文化創

造研究所、公益財団法人一ツ橋文芸教育振興会、公益財団法人 SOMPO 環境財団 

[助成]公益財団法人日本財団、一般社団法人昭和会館 

[後援]総務省、全国知事会、全国市長会、全国町村会、全国山村振興連盟、全国過疎地域自立促進連盟、NPO 法人

「日本で最も美しい村」連合 

 

※事業運営にあたっては、年２回の実行委員会を開催するともに、「聞き書き甲子園」に関わる行政、企業、団体、

学生スタッフ等が集まり、活動の実施状況と今後の展開について意見を交わす FOXFIRE倶楽部を開催しました。 
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＜第 19回 聞き書き甲子園 協力地域（市町村等）の公募＞ 

次年度（2020年度）実施する第 19回聞き書き甲子園協力地域（市町村等）の公募を 2019年

６月 10日～９月 2日の期間に行いました。16地域より応募があり、以下 12地域を採択しまし

た。各地域とも６～８名の名人を推薦いただき、計 86名の名人に協力いただく予定です。 

 

第 19回協力地域：北海道浦幌町／青森県八戸市／山形県小国町／栃木県鹿沼市／石川県能登町

／長野県飯田市（南信濃地区）／岐阜県中津川市（加子母地区）／大阪府阪南市／岡山県備前市

／徳島県佐那河内村／徳島県にし阿波地域（美馬市・三好市・つるぎ町・東みよし町）／長崎県

大村市 

 

＜デジタルアーカイブ＞ 

 高校生がまとめた「聞き書き作品」は、聞き書き作品集として冊子にまとめるとともに、（一社）

農山漁村文化協会（ルーラル電子図書館を運営）のご協力により、「聞き書き電子図書館」に順次

収録し、ネット上で公開しています。本年度は、昨年度（2018年度）に実施した第 17回 聞き書

き甲子園の作品収録作業を行いました。 

 

②「Edu Town あしたね」との協働事業 

東京書籍（株）が運営する「Edu Town あしたね」は、小・中学校のキャリア教育を支援する

総合サイトです。「聞き書き作品」を広く、小・中学校の教育現場で活用いただくために、同サイ

トに「海・川の仕事人」に関する特集ページを開設しています。同サイトには、「聞き書き甲子園」

の活動を紹介するとともに、小中学校の授業での実践事例を掲載しています。また、聞き書きの

実践や調べ学習を行う際に活用いただくためのワークシートも掲載しています。 

サイト URL：https://ashitane.edutown.jp/umikawa/ 

本年度は公益財団法人日本財団の助成により、「海・川の仕事」に関する特集ページを増設する

とともに、聞き書き甲子園の事前研修等で活用するための「聞き書きの手引き」を作成しました。 

 

2．「共存」を基本とした社会の実現をめざす森づくり事業 

  

① 「共存の森」の活動 

農山漁村地域をフィールドに人の暮らしと自然とのつながりを学び、未来へつなぐ活動です。

聞き書き甲子園の OB・OGの発案で、学生が中心となって運営してきましたが、最盛期に６地区７

地域で実施していた活動は、現在、休止しています。 

なお、同活動でお世話になった各地域とのつながりは、現在も続いており、関東地区は任意団

体「ＮＰＯのろし」、北陸地区は「一般社団法人高根コミュニティラボわぁら」（いずれも「聞き

書き甲子園」ＯＢ・ＯＧが立ち上げた団体）と「高根フロンティアクラブ」（高根地区の地域活性

化団体）が、同活動を基盤に新たな活動展開を模索しています。 

 

② 「きく・かく・えがく～東京のふるさと・自然公園～」の実施 

「きく・かく・えがく～東京のふるさと・自然公園～」は、東京都の自然公園エリア（主として秩

父多摩甲斐国立公園）内の山村地域で、都内の中学生が林業等に従事する名人に「聞き書き」を

実施。その体験を各自「ものがたり」を創作し、影絵芝居で表現する活動です。 

２年目となった本年度は、2019年８月 25日～27日に「聞き書き体験プログラム」を実施。参 

加中学生９名が、高校生・大学生サポーターのもと、林業家や泥染め職人等に「聞き書き」をし

ました。そして聞き書きで感じたこと、学んだことをもとに「ものがたり」を創作。11月 24日に

は、あきる野市の廃校を活用した文化交流・宿泊施設「戸倉しろやまテラス」を会場に、各自「も

https://ashitane.edutown.jp/umikawa/


7 
 

のがたり」を影絵芝居で表現し、発表しました。当日は、あきる野市内の事業者が出店するクラ

フトマーケットや武蔵野美術大学生によるワークショップ等も実施し、およそ 200 名が来場しま

した。「聞き書き」や「ものがたり」の創作・発表を通して、自然の豊かさやそこに暮らす人の生

業の大切さに、中学生自身が気づくことはもちろん、来場者も関心を持つきっかけを提供しまし

た。 

 

［きく・かく・えがく～東京のふるさと・自然公園～ 実施体制］ 

同事業は、東京都環境局、都の自然公園エリアの市町村、当 NPO が実行委員会を結成して主催。

東京ガスグループ「森里海つなぐプロジェクト」等の支援を得て実施しています。 

［主催］第２回「きく・かく・えがく～東京のふるさと・自然公園～」実行委員会 

（東京都・あきる野市・檜原村・特定非営利活動法人共存の森ネットワーク） 

［協賛］東京ガスグループ「森里海つなぐプロジェクト」 

［協力］株式会社ベネッセコーポレーション進研ゼミ中学講座 

［助成］トヨタ環境活動助成プログラム 

［後援］青梅市、奥多摩町、日の出町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．「共存」を基本とした社会の実現をめざす活動の普及・啓発事業 

 

①  「学校の森・子どもサミット」の開催 

 「学校林」等、身近な緑を活用した体験活動や教育活動の発表、先生方との意見交換等を通じ

て、小・中学校の森林環境教育の輪を全国に広げることを目的に、林野庁、（公社）国土緑化推進

機構、公益財団法人オイスカ、公益財団法人ニッセイ緑の財団と当 NPO を中心に、開催地域の都

道府県、市町村等に主催に加わっていただきながら、平成 26年度より５年間、開催を続けてきま

した。 

本年度は、これまでの総括としてのサミットを 2019 年 11 月２日、伊那市立伊那西小学校を会

場に開催しました。 

第 1部では、「子どもサミットのこれまで」として、森林を活用した教育活動の事例を発表。第

2部では、「森で起きたこと・森と触れる効能」と題したトークセッションを行いました。第 3部

では、森に関する伊那市の取り組みを紹介するとともに、ミニコンサート等を行いました。当日

の来場者は約 300名でした。 

今後、同サミットは、小・中学校のほか、幼稚園・保育園等の活動事例も加えた内容とし、名称

も変えて、新たに生まれ変わる予定です。 
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［学校の森・子どもサミット 実施体制］ 

本年度は、当 NPOに代わり、伊那市ミドリナ委員会が事務局を担当しました。 

 

［主催］第６回 学校の森・子どもサミット実行委員会 

（公社）国土緑化推進機構、（特非）共存の森ネットワーク、森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク、国立信

州高遠青少年自然の家、長野県、長野県教育委員会、伊那市、伊那市教育委員会、伊那市ミドリナ委員会、林野庁 

［特別協賛］一般財団法人セブン-イレブン記念財団  

   

②  「第６回 海辺の自然再生・高校生サミット」の開催 

「海辺の自然再生・高校生サミット」は、全国でアマモ場の再生活動等に取り組む高校生の発

表と交流を通して、次世代に活動の輪を広げていくことを目的に実施しています。 

本年度は、宮城県塩竃市で 2019年 11月９～10日に開催した「全国アマモサミット 2019 in み

やぎ－豊かな松島湾を次代へつなぐ－」のプログラムの一部として実施しました。 

サミットでは、東日本大震災以降の松島湾におけるアマモ場の経過やその価値についての講演

が行われ、海の環境再生と市民活動をテーマにしたパネルディスカッションが行われました。高

校生サミットには、全国 13校の高等学校が参加し、活動事例の発表等を行いました。 

 

［海辺の自然再生・高校生サミット 実施体制］ 

 

［主催］特定非営利活動法人海辺つくり研究会、特定非営利活動法人共存の森ネットワーク 

［協賛］一般財団法人セブン-イレブン記念財団、マルハニチロ株式会社  

 

③  インドネシアの地方言語と伝統的知識の継承のための「聞き書き」の普及 

 前年度に引き続き、（独法）環境再生保全機構の地球環境基金の助成により、インドネシアの地

方言語と伝統的知識の継承を目的とした高校生による「聞き書き」を、島上宗子氏（一社あいあ

いネット共同代表）と協働で実施しました。 

 

［聞き書き研修］ 

2019 年７月 19 日に、ゴロンタロ州ゴロンタロ市において「聞き書き研修」を実施、17 校から

生徒 20名、教師・大学教員・NGOスタッフらを含む、約 50名が参加しました。 

 ７月 22～23日には、スラウェシ州ドンガラ県で実施。７校より生徒 22名、教師など計 35名が

参加しました。 

９月 26日には、西ジャワ州ボゴール県で実施しました。ボゴール農科大学コルニタ高校より生

徒 15 名が参加しました。また、ボゴール農科大学の１年生を対象とした研修には、約 50 名の参

加がありました。 

高校生・大学生らは、同年 11月にかけて名人を取材し、作品をまとめました。聞き書きコンテ

ストには、合計 38作品（高校生 27作品、大学生 11作品）が提出されました。 

 

［聞き書き発表会］ 

2020年２月２～３日、ボゴール農業大学にて、聞き書き成果発表会を開催しました。発表会に

は、高校生、大学生、ＮＧＯスタッフ、教員など、約 130 名が参加しました。初日は、優秀作品

の表彰を行うとともに、日本とインドネシアの聞き書きの取り組みの紹介やパネルディスカッシ

ョンを行いました。翌日には、教師と学生のグループに分かれて「聞き書きはなぜ必要か」「聞き

書きの継続のために必要なこと」をテーマに話し合いを行いました。このプログラムには、12校

より 19名の生徒と教師が参加しました。 



9 
 

発表会での話し合いの結果、今後の活動継続のために「Kikigaki Indonesia」という新たな組

織体制を立ち上げることを決定しました。ボゴール農業大学教員や現地 NGO メンバーがその中核

を担います。現在、同組織はインドネシアでの聞き書きの普及を目指し、ウェブサイトの制作に

取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．「共存」を基本とした社会の実現をめざす地域づくり事業 

 

①  「世界農業遺産」地域の聞き書き 

 国際連合食糧農業機関（FAO）は、グローバル化、環境悪化、人口増加の影響により衰退の途に

ある伝統的な農業や文化、土地景観の保全と持続的な利用が図られている地域を「世界農業遺産」

に認定しています。日本国内で同遺産に選定された「能登の里山里海」（2011年認定／石川県）と

「クヌギ林とため池をつなぐ国東半島・宇佐の農林水産循環」（2014年認定／大分県）の２地域で

は、地元高校生が地域の持続可能な知恵を未来に引き継ぐ「聞き書き」を実施。その運営を当 NPO

が受託してきました。 

 

＜能登の里山里海人の知恵の伝承事業＞ 

 これまで石川県世界農業遺産実行委員会では、「能登の里山里海人の知恵の伝承事業」の一環と

して地元高校生による「聞き書き」を実施しましたが、同事業は、新たな教育プログラム「能登

里山里海×高校生 未来の仕事プロジェクト」として実施することとなり、当ＮＰＯは本年度、

外部講師（アドバイザー）として関わりました。 

 

 

＜大分県国東半島・宇佐地域での高校生による聞き書き＞ 

 前年度に引き続き、大分県から委託を受けて「国東半島・宇佐地域での高校生による聞き書き

事業」を実施しました。 

2019年 7月 11日に、前年度実施した「聞き書き」発表会を大分県豊後高田市にて開催。当 NPO

は、高校生による発表のコーディネーターとして参加しました。 

また、本年度の聞き書き研修会は、第１回を 7月 29日に杵築市で、第２回を 10月 23日に豊後

高田市で実施。９校 32 名の高校生が参加し、学校ごとに９名の名人への聞き書きを行いました。

当 NPOは、同研修の企画・運営を行うとともに、聞き書き作品の添削指導を行いました。 
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② 真庭なりわい塾の実施 

「真庭なりわい塾」は、岡山県真庭市中和地区を主なフィールドとし、これからの生き方・働

き方、持続可能な社会のカタチを考える人材育成塾です。岡山県真庭市、中和地区住民、当 NPOの

３者による実行委員会が主催し、当 NPOは真庭市交流定住推進課とともに事務局を担っています。

本年度は、第４期塾生 24 名を迎え入れ、６月より翌年１月までの計８回の講座を実施しました。

また、第３期の塾生は、地域づくり、小屋作り、里山の食と薬をテーマにした３つのプロジェク

トに分かれた実践講座（２年目プログラム：計５回）に参加し、活動を行いました。同塾の開催

は、岡山県真庭市の補助を得て実施しています。 

また、同塾の活動をより多くの方に知っていただくために、4月 25日にはオンラインイベント

を実施しました。 

 

5．その他 

 

①  インターン生の受け入れ 

 公益財団法人 SOMPO 環境財団の「CSO ラーニング制度」により、2019 年６月から翌 1 月まで、

人間総合科学大学３年生の近能一真さんと東洋大学２年生の前橋柚菜さんをインターン生として

受け入れました。 

 

②  広報活動 

広報活動は、ホームページ、オフィシャルブログ、facebook、インスタグラム、twitter等を通

して行いました。また、聞き書き甲子園のホームぺージでは、聞き書き甲子園の OB・OGによる「列

島ききがきノート」のブログ更新等を行いました。 

 

③  事務局スタッフの交代 

2019年 8月をもって関友美さんが退社しました。同年 9月から三木夏苗さんが、2020年 4月

から峯川大さんが常勤スタッフとして加わりました。 
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2019年度決算報告 

1. 2019年度決算についての監査報告書  
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2．2019 年度 活動計算書 
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3．2019 年度 計算書類の注記 
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事務局 

 

吉野 奈保子（事務局長） 

三木 夏苗 

峯川 大 

大谷 めい 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 共存の森ネットワーク 

 

〒156-0043東京都世田谷区松原 1-11-26 コスモリヴェール松原 301号 

TEL: 03-6432-6580 FAX: 03-6432-6590 E-mail: mori@kyouzon.org 

http://www.kyouzon.org/ 


